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要旨：

悪口を言われたり、危険運転をされるなど、他者から挑発を受けたと感じると、私たちは苛立ったり攻撃
的な気持ちになったりします。このような社会的挑発が攻撃行動を増加させるという現象は、魚からげっ歯
類まで、さまざまな動物において観察されています。私たちはこれまで、社会的挑発により攻撃行動が増加
する神経メカニズムとして、脳内セロトニン神経系の神経核である背側縫線核に着目した解析を行ってき
ており、とくに不快情動やストレスに関わる外側手綱核からの入力が、攻撃行動の昂進にかかわることを
明らかにしました。さらに、この領域に炎症性サイトカインが作用することで、攻撃行動の個体差にも影響
を与えていることが明らかになってきました。本セミナーでは、雄マウスの攻撃行動が過剰になる行動学
的・神経生物学的なメカニズムについて、私たちの最近の研究成果を紹介させていただきます。
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